
平成 20年 2月 ７ 日

厚 生 労 働 大 臣

舛 添 要 一 様

北 海 道 消 費 者 協 会社団法人

会 長 辻 冨 美 子

食 品 の 検 査 体 制 の 強 化 を 求 め る 要 請

こ の 度 、 中 国 製 冷 凍 ギ ョ ウ ザ を 食 べ た 消 費 者 が 中 毒 症

状 を 呈 し 、 当 該 食 品 か ら 有 機 リ ン 系 殺 虫 剤 （ メ タ ミ ド ホ

ス 等 ） が 検 出 さ れ る と と も に 、 苦 情 の 発 生 に 際 し て 、 消

費 者 が 地 元 の 保 健 所 へ 苦 情 品 を 持 参 し た に も か か わ ら ず

事 件 の 初 期 対 応 が 不 適 切 で あ っ た た め 、 被 害 の 拡 大 を

許 し て し ま っ た 事 が 報 道 さ れ て い ま す 。

食 料 自 給 率 ３ ９ ％ と 極 め て 低 い 我 が 国 は 、 食 品 の 多 く

を 輸 入 に 頼 っ て い ま す 。

こ の 状 況 下 で 、 国 民 の 「 食 の 安 全 ・ 安 心 」 を 確 保 す る

た め の 検 査 体 制 は 、 時 代 に 即 応 し た 法 制 度 と は 言 え な い

状 況 に あ り ま す 。

つ き ま し て は 、 こ れ ら の 問 題 解 決 の た め 次 の 事 項 を 緊

急 に 取 り 組 む ま れ る こ と を 強 く 要 請 し ま す 。

記

１ ． 食 品 の 輸 入 に 当 た っ て は 、 国 及 び 輸 入 業 者 が 責 任

を 持 っ て 安 全 性 を 検 査 す る 体 制 を 整 備 す る こ と

２ ． こ の 度 の 中 毒 被 害 の 速 や か な 原 因 究 明 と 情 報 の 開

示 を 行 う こ と

３ ． 消 費 者 の 健 康 被 害 の 申 立 に 対 し て 国 及 び 輸 入 ・ 販

売 業 者 が 適 正 な 調 査 を 行 う よ う 体 制 の 強 化 を 図 る

こ と



平 成 20年 2月 ７ 日

農 林 水 産 大 臣

若 林 正 俊 様

北 海 道 消 費 者 協 会社団法人

会 長 辻 冨 美 子

食 品 の 原 料 原 産 地 表 示 制 度 の 強 化 を 求 め る 要 請

こ の 度 、 中 国 製 冷 凍 ギ ョ ウ ザ を 食 べ た 消 費 者 が 中 毒 症

状 を 呈 し 、 当 該 食 品 か ら 有 機 リ ン 系 殺 虫 剤 （ メ タ ミ ド ホ

ス 等 ） が 検 出 さ れ た こ と が 報 道 さ れ て い ま す 。

食 料 自 給 率 ３ ９ ％ と 極 め て 低 い 我 が 国 は 、 食 品 確 保 の

多 く を 輸 入 に 頼 っ て い ま す 。

こ の 我 が 国 の 食 料 事 情 の な か で 、 原 料 原 産 地 表 示 が 特

定 の 加 工 食 品 で 、 か つ 、 そ の 重 量 の 5 0 ％ 以 上 の 原 材 料

の み し か 表 示 が 義 務 付 け ら れ て い な い た め 、 国 民 は 「 食

の 安 全 ・ 安 心 」 を 確 保 し よ う と し て も 「 消 費 者 の 選 ぶ 権

利 」 が 阻 害 さ れ て い る た め 、 混 乱 が 生 じ て い ま す 。

つ き ま し て は 、 問 題 を 改 善 す る た め 、 次 の 事 項 に つ い

て 緊 急 に 取 り 組 む ま れ る こ と を 強 く 要 請 し ま す 。

記

１ ． 全 て の 食 品 に 原 料 原 産 地 表 示 を 義 務 付 け る こ と

２ ． 食 品 の 原 料 原 産 地 表 示 に あ っ て は 、 重 量 の 多 い 順 に

に 、 最 低 、 上 位 5品 目 程 度 は 表 示 さ せ る こ と



平 成 20年 2月 ７ 日

内 閣 総 理 大 臣

福 田 康 夫 様

北 海 道 消 費 者 協 会社団法人

会 長 辻 冨 美 子

食 品 の 検査体制並びに原料原産地表示の強化を求める要請

こ の 度 、 中 国 製 冷 凍 ギ ョ ウ ザ を 食 べ た 消 費 者 が 農 薬 中 毒 の 症 状

を 呈 し 、 消 費 者 が 地 元 の 保 健 所 へ 苦 情 品 を 持 参 し た に も か か わ ら

ず 不 適 切 な 初 期 対 応 の た め 、 被害の拡大を許して しまった事が 報

道されています。

食 料 自 給 率 ３ ９ ％ と 極 め て 低 い 我 が 国 は 、 食 品 の 多 く を 輸 入 に

頼っています。

こ の 状 況 下 で 、 国 民 の 「 食 の 安 全 ・ 安 心 」 を 確 保 す る た め の 検

査体制は、時代に即応した法制度とは言えない状況にあります。

ま た 、 こ の よ う な 食 料 事 情 の な か で 、 原 料 原 産 地 表 示 が 特 定 の

加工食品で、かつ、その重 量の 50％ 以 上の原材料しか表示を義務

付 け ら れ て い な い た め 、 国 民 は 「 食 の 安 全 ・ 安 心 」 を 確 保 し よ う

と し て も 「 消 費 者 の 選 ぶ 権 利 」 が 阻 害 さ れ て い る た め 、 混 乱 が 生

じています。

つ き ま し て は 、 問 題 を 改 善 す る た め 、 次 の 事 項 に つ い て 緊 急 に

取り組むまれることを強く要請します。

記

１．食品の輸入に当たっては、国及び輸入業者が責任を持って安全

性を検査する体制を整備すること

２．この度の中毒被害の速やかな原因究明と情報の開示を行うこと

３．消費者の健康被害の申立に対して国及び輸入・販売業者が適正

な調査を行うよう体制の強化を図ること

4．全ての食品に原料原産地表示を義務付けること

5．食品の原料原産地表示にあっては、重量の多い順に、最低、上

位5品目程度は表示させること




